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認知症の進行に
応じた変化

中核症状
・	記憶
・	見当識
・	理解、実行機能

への障害が発生

行動・心理症状
中核症状に本人の気持ちや周りの
環境（関わり方など）が重なって
現れることがあります

②
家
族
の
気
持
ち
と
対
応

身近にいて大切に
思う人ほど、病気
と信じたくない気
持ちが働きます

健康（予防）

家族だけで抱え込まず、
まずは専門機関に相談
しましょう！

認知症に対する正しい
知識や適切な関わり方
を学びましょう！

様々なサービスを活用し
て、地域全体で本人を
ケアしていきましょう！

・	物忘れ
・	同じことをくりかえし聞く
・	片付けが苦手になる
・	さがし物が多くなる
・	火の消し忘れ

・不安な気持ちにかられる
・自信を失い、引っ込み思案に
・将来を悲観し、うつ状態に

とまどい・否定
・	普通ではない言動に
とまどい、病院を否
定しょうとする
・	周囲に打ち明けられ
ずに悩む

混乱・拒絶
・	対応の仕方がわからず
混乱し、ちょっとしたこ
とで怒ったりする
・	精神的・身体的に疲労
が蓄積し、拒絶感が高
まる

割り切り
・	怒ったり、イライラして
もメリットはないと思
い始め、割り切るよう
になる
・	症状は同じでも介護者
の「問題」は軽くなる

受容
・理解が深まって、認知
症の人の心理がわかる
ようになる
・本人のあるがままを受
け入れられるようにな
る

・排泄が失敗しやすくなる
・ものとられ妄想
・興奮し怒りっぽくなる

・幻覚、幻聴
・道に迷う
・反社会的行為

・	小銭で支払いができない
・	たびたび道に迷う
・	生活リズムが乱れる
・	外出がおっくうになる
・	家電の操作が難しくなる

・	トイレの場所がわからない
・	道に迷って帰ってこられな
い
・	日にちや季節がわからない
・	服の着方がわからない

・	自分で食事ができない
・	言葉でのコミュニケーショ
ンが難しい
・	歩くのが困難
・	起き上がりに介助が必要
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変化の
起き始め

変化の
起き始め

見守りが
必要

見守りが
必要

日常生活に
手助けが必要

日常生活に
手助けが必要

常に
介護が必要

常に
介護が必要

地域包括支援センター（長小・東小・北小校区：社会福祉協議会	Tel.0561-64-1155	／	西小・南小・市が洞小校区：愛知たいようの杜	Tel.0561-64-5174）
長久手市長寿課（地域支援係	Tel.0561-56-0639	／	介護保険係	Tel.0561-56-0613）

申請の相談　介護認定	→	サービスの利用

サロン活動、シニアクラブ、どこでもいきいき運動教室

ワンコインサービス、ボランティア、シルバー人材センター

いきいきサロン、いきいき介護予防教室、認知症カフェ

認知症初期集中支援チーム、かかりつけ医・歯科医・薬局、認知症疾患医療センター

高齢者実態把握調査、民生委員、見守りサポーター、認知症サポーター、認知症の人と家族の会、認知症家族交流会

食の自立支援事業（配食サービス）、緊急通報システム、高齢者保護ネットワーク（安心メール）、GPS貸出

日常生活自立支援事業、成年後見制度

ケアハウス、介護付き有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅

グループホーム（認知症対応型共同生活介護）

特別養護老人ホーム・小規模特別養護老人ホーム

介護保険サービス
（居宅系）

居宅介護支援（ケアマネジャー）
医療（訪問看護、訪問・通所リハビリ		など）
介護（ホームヘルプ、デイサービス、ショートステイ		など）

長久手市
認知症
ケアパス

認知症ケアパスとは、認知症の進行に応じた「①本人の様子  ②家族の気持ちと対応  ③活用でき
る支援・サービスの一覧」のことです。現れる症状や適切な対応方法には個人差があり、全ての方
にこのまま当てはまるものではありませんが、全体を見通す道しるべとしてください。

対応の3ケ条


